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新
だ
猿
裡
会
懐
陸
の
日
露
策

待
っ
だ
接
し

社
会
保
障
置
き
去
り
の
増
税
先
行
は
許
さ
な
い
！

ま
ず
は
今
回
、
年
金
・
子
育
て
の
拡
充
が
実
現
！

匪
瘡
と
介
護
は
、
国
民
会
議
で
具
体
策
を
！

公
明
蕪
が
一
i
　
鰭
雲
覇
嘉

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
繍
捷
慈
稿
観

寵
撥
篭

主
張
し
て
き
た

年
金
拡
充
藁
が

実
現

怨
瞬
鶉
の
董
韻
で
年
率
愈
㊦
雷
欝
で
嫌
悪

罷
愈
鯨
鰭
暖
簾
が
擬
議

公
明
党
は
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
増
税
先
行
と
な

ら
な
い
よ
う
3
党
協
議
に
参
加
。
そ
の
結
果
、
年
金
・
子
育
て
関
連
法
案

を
大
幅
に
修
正
し
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

擾
懸
軍
介
護
な
聾
の
認
慈
恵
、

灘
欝
轢
璃
溌
離
艦
「
国
民
会
議
に
謡
繕
諭

ま
た
、
今
回
の
法
案
に
な
い
医
寝
や
介
護
な
ど
の
課
題
を
含
め
て
社
会
保

障
制
度
全
般
の
談
論
を
す
る
た
め
に
、
「
国
民
会
議
」
を
作
る
こ
と
に
。

こ
の
会
議
で
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の
具
体
像
を
総
説
し
、
実
現
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
国
民
会
議
は
、
1
年
以
内
、
す
な
わ
ち
消
費
税
率
が
8
％
に
上
が
る

前
ま
で
に
、
必
ず
結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
改

革
の
具
体
像
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
に
、
消
費
税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
0
4
年
に
公
明
党
が
改
革
し
た
現

行
制
度
に
基
づ
い
て
大
幅
に
年
金
制
度

が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

節
義
傍
襲
絡
鸞
繕
簸
閥
の

籍
緒
泰
襲
顕
す

こ
れ
ま
で
年
金
は
保
険
料
を
2
5
年
間
払
わ

な
け
れ
ば
受
給
資
格
、
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
公
明
党
の
長
年
の
主
張
が
実
り
、
的

年
間
で
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
額
が
低
い
高
齢
者
や
陸
が

い
者
の
方
へ
、
年
金
と
は
別
の
形
で
す
が
、

公
明
党
が
こ
れ
ま
で
主
張
し
で
き
た
加
算

年
金
制
度
と
同
様
の
、
新
た
な
給
付
が
実

現
し
ま
す
。

蓬
槌
農
連

想
務
最
の
寵
霊
幾
〓
鵡
経
営

官
民
格
差
の
象
徴
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
か
ら
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
公
務
員
等
の
年
金
を
会

社
員
の
年
金
と
一
元
化
す
る
こ
と
が
決
急
。

公
務
員
の
職
域
加
算
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

馨
総
轄
余
徳

国
塵
義
損
割
合
㌔

2
線
の
年
の

瀬
東
熊
鰊
葱
緯
線
患

公
明
党
が
年
金
財
政
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
、
基
礎
年
金

の
半
分
を
税
金
で
ま
か
な
う
た
め
の
恒
久

財
源
の
確
保
も
実
現
し
ま
す
。


